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議会だより

2

1
議
論
を
重
ね
た
高
梁
川

新
架
橋
の
審
議
会
の
答
申

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
か
。

2
市
長
と
し
て
、
こ
の
問
題
を

現
在
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

3
将
来
的
に
こ
の
橋
は
ど
の
よ

う
に
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

か
。

●１
審
議
会
で
は
、
市
民
代

表
等
20
人
の
メ
ン
バ
ー
で

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
、
５

回
に
わ
た
り
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
架
橋
は
進
め
る
べ
き
と
い

う
答
申
が
出
た
。
重
く
受
け
と

め
て
い
る
。

●２
市
長
に
は
、新
橋
が
市
民
の
た

め
に
将
来
有
益
な
も
の
に
な
る
か

ど
う
か
、
ま
た
市
民
を
二
分
す
る

賛
成
、
反
対
の
議
論
を
融
和
の
も

と
、
一
体
感
を
も
つ
環
境
に
作
り

上
げ
る
命
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

加
味
し
て
新
架
橋
は
進
め
る
べ
き

と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

●３
こ
の
橋
の
維
持
管
理
は
将
来
、

県
に
委
ね
る
べ
く
倉
敷
と
の
ア

9月定例市議会では、9月8日、9日の両日、12人の議員が一般質問を行いました。その質
問の中から1人2質問まで要約して掲載しました。
なお、詳しい内容をお知りになりたい方は、市立図書館などで9月定例市議会会議録（12

月上旬発行予定）をご覧になるか、インターネットで検索してください。

荒
　
木
　
勝
　
美

ク
セ
ス
を
し
、
倉
敷
船
穂
真
備

総
社
線
と
し
て
循
環
路
線
を
構

築
す
る
こ
と
を
強
く
働
き
か
け
、

国
道
４
８
６
号
線
の
バ
イ
パ
ス

効
果
も
国
県
に
働
き
か
け
て
い

く
。
ま
た
、
新
架
橋
の
経
済
効

果
の
増
大
、
企
業
誘
致
、
沿
道

の
土
地
利
用
、
都
市
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

高
梁
川
新
架
橋
の
整
備

に
つ
い
て

1
夜
間
診
療
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
、
医
師
会
と

の
話
し
合
い
の
経
過
は
ど
う
か
。

2
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用
に
よ

る
救
急
患
者
の
搬
送
で
、
要
請

の
最
終
判
断
は
だ
れ
が
す
る
の

か
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
市
民
へ
の

周
知
は
で
き
て
い
る
か
。
画
像

転
送
に
よ
る
遠
隔
医
療
に
積
極

的
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

3
無
医
地
区
で
は
、
携
帯
電
話

の
テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
て
、
画

像
を
見
て
、
話
し
合
い
な
が
ら

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
シ
ス
テ

ム
が
活
用
で
き
な
い
か
。

●１
吉
備
医
師
会
と
計
14
回

の
テ
ー
ブ
ル
協
議
を
し
、

週
２
回
な
ら
在
宅
の
輪
番
制
で

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
回
答
を

得
て
い
る
が
、
さ
ら
に
頻
度
を

高
め
て
も
ら
う
よ
う
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
。

●２
市
内
に
15
か
所
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
用
意
し
て
い
る
。
救
急
救

命
士
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
連
携

し
、
現
場
で
応
急
処
置
が
で
き

る
も
の
で
、
ま
さ
か
の
命
を
こ

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
救
え
る
の

で
多
く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
救
急
隊
や

警
察
の
要
請
で
連
携
を
と
り
、

往
復
30
分
以
内
で
川
崎
医
大
等

に
搬
送
す
る
の
が
目
的
。
個
人

通
報
で
は
来
て
く
れ
な
い
。
画

像
転
送
に
よ
る
診
断
等
も
研
究

し
て
い
き
た
い
。

（
消
防
長
）

●３
消
防
救
急
搬
送
体
制
の
整
備
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
、
将
来

的
に
は
デ
ィ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

等
の
導
入
、
携
帯
電
話
の
モ
バ

イ
ル
活
用
な
ど
の
遠
隔
医
療
を

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

村
　
木
　
理
　
英

子
育
て
王
国
実
現
に
つ

い
て

塩
　
見
　
禎
　
章

水
道
事
業
会
計
の
健
全

化
に
つ
い
て

1
職
員
数
の
削
減
が
見
込

ま
れ
る
中
、
幼
稚
園
、
保

育
所
の
正
規
職
員
、
臨
時
職
員

の
配
置
状
況
は
ど
う
か
。
こ
の

人
員
で
十
分
な
子
育
て
支
援
が

行
え
る
か
。
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。
待
遇
面
で
育
成
し
た

優
秀
な
臨
時
職
員
を
他
市
に
引

き
抜
か
れ
な
い
、
ま
た
臨
時
職

員
の
頑
張
り
だ
け
に
支
え
て
も

ら
う
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、

環
境
整
備
を
早
急
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

2
岡
山
県
の
乳
幼
児
特
殊
支
援

教
育
の
あ
り
方
で
発
達
障
害
支

援
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置
が
う
た
わ
れ

て
い
る
が
、
本
市
は
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

●１
幼
稚
園
は
正
規
職
員
53

人
に
対
し
、
臨
時
職
員
は

49
人
、
保
育
所
は
正
規
職
員
19

人
に
対
し
、
臨
時
職
員
20
人
の

体
制
で
あ
る
。
将
来
の
あ
り
方

と
し
て
、
正
規
職
員
を
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

実
感
し
て
い
る
。
現
場
の
声
を

聞
い
て
、
定
員
適
正
化
計
画
を

練
り
直
し
て
い
き
た
い
。（
市
長
）

他
市
と
比
べ
て
十
分
と
は
い

え
な
い
の
で
、
臨
時
教
諭
、
支

援
員
の
待
遇
改
善
を
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
教
育
長
）

●２
子
ど
も
を
適
正
に
育
て
て
い

く
た
め
に
は
年
次
別
に
デ
ー
タ

が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
今
後
県
と
相
談

●１
水
道
事
業
会
計
は
、
一

般
会
計
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
適
切
な
受
益
者
負
担

に
よ
り
、
老
朽
管
対
策
な
ど
を

進
め
な
が
ら
、
健
全
に
運
営
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
中
で
財
政
計
画
や
施
設
整

備
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
合

理
的
か
つ
適
正
な
経
営
努
力
に

努
め
て
い
き
た
い
。
過
去
に
借

り
た
高
利
な
起
債
の
繰
上
償
還

を
行
う
な
ど
経
費
節
減
に
努
め
、

水
道
料
金
の
臨
戸
徴
収
な
ど
収

納
率
の
向
上
に
さ
ら
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

●２
平
成
18
年
度
で
赤
字
、
平
成

19
年
度
は
若
干
の
黒
字
と
な
っ

た
が
、
今
後
有
収
率
を
上
げ
る

た
め
、
漏
水
対
策
に
か
か
る
修

繕
、
石
綿
管
の
更
新
や
鉛
製
給

水
管
の
解
消
、
給
水
量
増
加
に

対
処
す
る
た
め
、
第
８
次
拡
張

計
画
の
推
進
、
さ
ら
に
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策
な
ど
の

費
用
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

見
合
う
収
入
確
保
の
た
め
、
水

道
料
金
の
改
定
を
行
い
、
安
定

給
水
の
確
保
と
経
営
健
全
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
（
市
長
）

し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
年

代
に
応
じ
た
ト
ー
タ
ル
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

1
カ
ラ
ス
の
苦
情
を
多
く

聞
く
が
、
本
市
の
被
害
額

は
ど
の
程
度
想
定
し
て
い
る
か
。

高
梁
川
新
架
橋
を
含
め

た
清
音
神
在
本
線
の
市
の

持
ち
出
し
費
用
は
ど
の
程
度
に

な
る
の
か
。
こ
の
事
業
の
借
入

金
返
済
完
了
は
平
成
46
年
度
で

あ
る
が
、
財
政
は
大
丈
夫
か
。

有
利
な
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
の
事
業
で
あ
る

が
、
後
年
度
起
債
償
還
に
か
か

る
財
源
の
一
部
が
地
方
交
付
税

に
組
み
込
ま
れ
て
交
付
さ
れ
る

た
め
、
計
算
上
で
は
約
９
億
円

が
市
の
持
ち
出
し
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税
は

基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政

収
入
額
と
の
不
足
額
が
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、
こ
の
一
般
財
源

を
需
要
額
と
収
入
額
に
勘
案
し

事
業
に
均
等
に
充
当
す
る
と
し

て
試
算
す
る
と
、
約
20
億
円
が

市
の
持
ち
出
し
と
な
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
実
質
公
債
費
比
率

は
18
％
か
ら
19
％
で
い
け
る
と

考
え
て
い
る
が
、
慎
重
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

2
駆
除
な
ど
対
応
策
と
し
て
何

を
考
え
て
い
る
の
か
。

●１
被
害
額
の
算
出
は
困
難

だ
が
、
桃
に
関
し
て
は
２

３
０
０
万
円
の
損
失
予
測
が
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
は
狩
猟
期
間

以
外
で
カ
ラ
ス
１
０
０
０
羽
を

駆
除
許
可
し
、
２
９
９
羽
の
駆

除
実
績
が
あ
っ
た
。

●２
本
年
度
は
桃
の
出
荷
組
合
長
、

県
、
Ｊ
Ａ
岡
山
西
等
の
職
員
で

カ
ラ
ス
防
止
対
策
の
話
し
合
い

を
行
っ
た
。
カ
ラ
ス
は
学
習
能

力
が
高
い
の
で
、
今
後
も
関
係

者
と
相
談
し
な
が
ら
駆
除
方
法

を
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

1
来
年
４
月
か
ら
水
道
料

金
を
改
定
す
る
に
あ
た

り
、
事
業
全
般
に
わ
た
る
経
営

の
合
理
化
、
適
正
化
を
最
大
限

努
力
す
る
と
言
う
が
、
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

2
費
用
に
見
合
っ
た
収
入
の
確

保
、
有
収
率
の
ア
ッ
プ
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

カラスの被害を受けた桃

医
療
行
政
に
つ
い
て

救急搬送するドクターヘリ

カ
ラ
ス
の
被
害
、
駆
除

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

高
梁
川
新
架
橋
と
清
音

神
在
本
線
に
つ
い
て


